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 血液透析は腎不全により患者の体内に蓄積した老廃物や水分を，血液を体外循

環させ，透析装置で除去する施術である．患者数は 320 ,448 人（ 2014 年 12 月現

在）と非常に多く，維持期の患者は毎週 3 回， 1 回約 4 時間程度の施術を生涯受

ける．施術は厚生労働省の免許を受けた臨床工学技士（技士）らが担っており，

1)患者ごとの治療条件設定を確実に行い， 2)血液の体外循環に伴う出血や空気混

入などの事故防止を目的に，回路が緩みなく繋がっているか，装置の設定誤りが

ないか等の不具合監視や対応を施術開始前や施術中の各タイミングで行っている． 

 こうした技士が施術中の各ステップで行うべきタスクはガイドライン化されて

いる．一方，各患者の適正な血圧値，血管の形状等といった身体的特徴，施術中

に起こしやすい体調不良，施術当日の治療条件に関する要望の内容といった患者

満足に影響する事項には個別性があり，また，施術中の体調，透析の進捗等も変

動する．このため，技士にはこれら状況を適切に把握し，それに応じて各タスク

でのアクティビティを適切に調整することが求められる．アクティビティとは各

タスクにおける技士の具体的な行動の内容のことであり，例えば，体調問診とい

うタスクでは，所定事項や状況に応じた追加事項を問診することがそれにあたる． 

 安全で質の高い透析医療を提供するには，状況に応じて適切にアクティビティ

を遂行できるよう，それに必要な知識を含む実践的な能力を新人技士に訓練する

ことが重要となる．現状，血液透析に携わる技士は国家資格取得後に入職した透

析施設で On the  Job Tra in ing（ OJT）により実践的な能力を身につける．透析

施術の経験年数が概ね 3 年以下の新人には，一人で遂行することが困難なアクテ

ィビティがあり，訓練の必要性が高い．しかし，状況に応じたアクティビティ遂

行に関する OJT の実態を調査した結果，1)新人に訓練される内容が訓練担当者に

よってバラつくこと， 2)訓練担当者が各新人の訓練の進捗や苦手箇所を把握でき

ないこと， 3)新人が独り立ち可能か（訓練を終了してもよいか）の判断基準がバ

ラつくことといった問題が生じており，訓練完了後の新人の能力が標準化できて

いないと考えられる．その主な要因としては，状況に応じたアクティビティ遂行

に関する新人訓練項目がこれまで十分に検討されていないことが挙げられる．実

際 ， 技 士 が 身 に 付 け る べ き 標 準 的 な 施 術 手 順 の マ ニ ュ ア ル [日 本 臨 床 工 学 技 士

会 , 2001]に おい て も ，「 患 者ご と の 病 態を 考 慮 した 適 正 な血 液 浄 化を 実 施 するこ

と」などと抽象的にしか記述されていない．  

 そこで，本研究では血液透析施術時に新人技士が状況に応じたアクティビティ

を適切に遂行するために必要な訓練項目を導出する ことを目的とする．本研究で

はアクティビティと，その遂行に必要な実践的な能力（コンピテンス）をそれぞ

れ明らかにし，それらの対応表を作成する．  

 状況に応じたアクティビティ遂行については，①新人が実際に 遭遇しうる状況

と そ れ に 対 し て 取 る べ き ア ク テ ィ ビ テ ィ を シ ナ リ オ 化 し ， そ れ を 訓 練 す る

Scenar io -Based Tra ining（ SBT），②アクティビティ遂行に必要なコンピテンス
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を訓練する Competency  Based  Tra in ing  （ CBT）がある．前者の訓練の完了基

準は「シナリオ通りにアクティビティを遂行できること」であるが，血液透析に

おいてシナリオベースの訓練項目を作成した場合， 新人がシナリオに記載されて

いない状況に遭遇した際に，アクティビティを適切に遂行できないという問題が

生じうる．一方，後者の訓練の完了基準は「コンピテンスを全て修得すること」

であり，訓練項目にない様々な状況に遭遇しても，修得したコンピテンスを駆使

して 適切 にア ク テ ィビ ティ を遂 行 す るこ とが 可能 に な ると 指摘 され て い る [西小

路 , 2009]．そこで，本研究では CBT の考え方を参考にし，アクティビティ毎にそ

の遂行に必要なコンピテンスを明確化し，訓練項目として記述することとする．  

 本研究では，先行研究でのコンピテンス導出プロセス [Cate ,2005]を参考に，①

アクティビティの収集，②新人訓練が必要なアクティビティの絞り込み，③各ア

クティビティに必要なコンピテンスの明確化の流れで訓練項目を導出する．なお，

コンピテンス明確化の従来研究では，新人にとって自信のあること・無いことを

インタビューにより明確化するアプローチ [Dunn,1985]が一般的である．そこで，

このアプローチを参考に，本研究では新人にとって遂行が難しいと思われるアク

ティビティを明確化し，それを訓練対象のアクティビティとする ．そして，新人

がうまく遂行できない理由，並びにベテランがうまく遂行できる理由をそれぞれ

半構造化インタビュー調査により明らかにし，それらをコンピテンスとして訓練

項目に記載する．また，優れたベテランは上手くアクティビティを遂行するため

に，施術中に何らかの情報を手がかりにしていると思われた ことから，本研究で

はこれについても顕在化し，コンピテンスとして訓練項目に記載することとする．

ベテランのノウハウを明確化する expert i se 研究では，ベテランと新人のパフォ

ーマンスの差異を分析する re lat ive  approach による検討 [Chi ,2006]が主流であ

るため，本研究では実際の施術中のベテランと新人の差異を明確にし，それを基

にベテランが手がかりにしている情報を顕在化する．本研究では，以上の検討で

明らかとなったアクティビティとコンピテンスを対応付けた訓練項目を作成し，

さらに，訓練時のコンピテンスの訓練順序についても検討を行う．後者について

は，安全で患者満足度の高い施術を行う上でのコンピテンスの重要度や，コンピ

テンス同士の関係性について検討を行う．なお，訓練項目導出までの検討は，大

学附属病院として新人技士訓練を担う T 病院を対象に行う．  

以上の成果として，アクティビティ 29 個とコンピテンス 100 項目から構成さ

れる訓練項目が作成された．訓練項目の内容に関する妥当性やそれを用いた訓練

の実現可能性について， T 病院以外の透析施設 4 ヵ所でインタビュー調査を行っ

た結果， 1)訓練項目が訓練内容のバラつきを抑え，状況に応じた施術に関する新

人訓練に寄与すること， 2)コンピテンスの内容は訓練担当の技士が具体的にイメ

ージしやすいものとなっており，訓練の実現可能性が高いことが確認された．  

 また，本研究では慢性疾患医療である血液透析を対象にコンピテンスを導出す
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ることで，従来研究の検討分野（航空業界，外科，麻酔科など）では見受けられ

なかった，透析特有の状況認識の特徴を確認した． 具体的には，技士は予め各患

者の過去の施術時の体調や身体的な特徴（例えば，血圧の推移傾向，血管の形状

など），要望の内容に関する履歴・情報を“患者の通常の状態”として把握してお

り，それと施術当日の状態を比較することで，安全で質の高い施術が遂行されて

いるかを判断し，患者毎にどのようなアクティビティを遂行するかを意思決定し

ていると思われた．このことから慢性疾患医療である血液透析では，施術対象の

患者の過去の履歴・情報が非常に多く求められ，それを把握するためのコンピテ

ンスが重視されることが明らかとなった．  

 本論文は 9 章から構成される．第 1 章では，緒言として血液透析の概要や透析

施設の新人訓練に関する調査を行い，本論文の研究背景及び研究課題，本研究の

目的について述べる．第 2 章では，状況に応じたアクティビティ遂行に関する 既

存の新人訓練について整理し，本研究でコンピテンスベースの訓練項目を作成す

る理由について述べる．また，訓練項目導出のためのアプローチについて説明 す

る．第 3 章では，各タスクにおける技士のアクティビティを収集する．具体的に

は，技士 11 名へ「各タスクに対して具体的に行っている施術は何か 」を尋ねる

半構造化インタビューを行い，さらにベテラン，新人各 1 名の施術行動をアイカ

メラで撮影・分析することで，計 39 個のアクティビティを収集した．第 4 章で

は，新人訓練が必要なアクティビティを絞り込む．具体的には，39 個のアクティ

ビティそれぞれについて，技士 3 3 名に 5 件法のアンケートで「状況に応じてそ

のアクティビティを行う難しさ」を評価し てもらい，ベテラン，中堅，新人のほ

ぼ全てが容易であると評価した 10 個を除く，計 29 個のアクティビティに絞り込

んだ．第 5 章では，29 個のアクティビティそれぞれについて，その遂行に必要な

コンピテンスを明らかにする．具体的には，半構造化インタビュー調査で新人に

「アクティビティに困難さを感じる理由」を，ベテランに「経験を重ねるにつれ

て困難でなくなった理由」を尋ね，それぞれを収集した．また，第 3 章で撮影し

たアイカメラ映像を基に，新人とベテランのパフォーマンスの差異を抽出し，ベ

テランが施術中に手がかりにしている情報を明確化した．これらをコンピテンス

として整理した結果， 100 項目が導出された．第 6 章では，アクティビティとコ

ンピテンスを対応付けた訓練項目を作成し，コンピテンスの訓練順序について検

討する．後者については，安全で患者満足度の高い施術を行う上でのコンピテン

スの重要度や，コンピテンス同士の関係性について検討を行った．第 7 章では，

訓練項目の内容に関する妥当性や訓練の実現可能性について評価する．具体的に

は，透析施設 4 ヵ所で新人訓練を担当する技士 5 名に半構造化インタビューを行

い，評価してもらった．第 8 章では，ここまでの検討で得られた成果についてま

とめ，それぞれに関する考察を行う．第 9 章では，結言として本研究の成果をま

とめ，結論，今後の課題や展望について述べる．  
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